


事業概要
1. 期間： 2023年6月～2028年2月

2.最終目標：
液化水素関連機器の設計・製造に活用できる
－253℃～室温の高圧水素ガス環境中の材料特
性データを整備する。

3.成果・進捗概要：
高圧水素ガス環境におけるSSRT特性の温度依存
性を評価
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１．事業の位置付け・必要性
極低温域－253℃～－45℃の高圧水素ガス環境下
材料強度特性データはほとんど存在していない

水素環境中の試験機は
大がかりで、試験手順
が煩雑・高コスト
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水素サプライチェーンへの適用を前提に、材料特性評価
委員会で審議・承認
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- 評価対象材料の一覧 -





３．研究開発成果について
産業ニーズの高いステンレス鋳鋼の水素適合性
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化学成分 熱処理条件

引張特性、硬さ



ステンレス鋳鋼（Y字ブロック）の作製
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SCS16Aの初期組織 ミリオーダーサイズの柱状晶
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SCS16Aの初期組織／試験片中心付近
δフェライト（10%）とオーステナイト相
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（Cr, Mo リッチ） （Ni リッチ）





３．研究開発成果について
SCS16A：200K付近で水素による延性低下
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- 応力-ストローク線図 -



３．研究開発成果について
SCS16A：SUS316Lと比べてREL・RRAともに低い
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REL：相対破断伸び RRA：相対絞り

REL = ELH2 / ELHe
RRA = RAH2 / RAHe

- REL, RRAの温度依存性 -



SCS16A破面形態／SUS316Lとの比較
オーステナイト相領域の破面形態は

SUS316Lの形態に類似
⇒共通の水素脆化メカニズムを示唆
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破面形態（SCS16A）
水素暴露側の破面でδフェライト相（平坦な領域）が多い
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（Cr, Mo リッチ）
（Ni リッチ）




